
富山市ＳＤＧｓ未来都市について

資料５



2030年のあるべき姿 優先的にとり上げるSDGs目標

【目指す将来像】コンパクトシティ戦略による
持続可能な付加価値創造都市の実現

目標11:まちづくり
目標17:パートナーシップ

• 経済価値:市内企業の活性化や新技術の活用等により、
持続可能な付加価値を創造し続けるまち

目標 9:産業・技術革新

• 社会価値:健康・医療、子育て・教育環境の充実等によ
り、一人ひとりが個性を発揮し、活力あるまち

目標 3:健康・福祉

• 環境価値:低炭素・エネルギーの有効利用等により、雄
大な自然と調和し、誰もが暮らしたいまち

目標 7:エネルギー

富山市SDGs未来都市の全体概要（将来ビジョン・取組・普及展開）
将来ビジョン
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自治体SDGsの推進に資する取組

自治体SDGsの取組実施可能性

【取組概要】
①都市のかたち:公共交通を軸としたコンパクトなまちづくりの実現
地域生活拠点とのネットワーク機能を高める「コンパクトシティ」へ

②市民生活:ヘルシー＆交流シティの形成と質の高いライフ・ワークスタイルの確立
地域が一体となり健康・子育て・教育環境を充実させる「ヘルシー＆交流シティ」へ

③エネルギー:セーフ＆環境スマートシティの実現と地域エネルギーマネジメントの確立
レジリエンスと低炭素化等の取組の融合による「セーフ＆環境スマートシティ」へ

④産業:産業活力の向上による技術・社会イノベーションの創造
市内企業の活性化や新技術の活用等による「技術・社会イノベーション創造都市」へ

⑤都市・地域:多様なステークホルダーとの連携による都市ブランド力の向上
官民連携・ダイバーシティ・国際展開による都市ブランド力を高めた「選ばれる都市」へ

【情報発信・普及啓発、モデル事業の普及展開】
モデル事業の普及展開は、国際機関、国内自治体との連携により、地方都市に適用可能なモデル

形成を先導。
（方策）
• 国際ネットワーク（世界銀行、JICA、イクレイ、ロックフェラー財団等）との連携
• 環境モデル都市や環境未来都市の取組みにおける産学官民連携基盤（コンソーシアム）の活用
• 市民・企業への普及啓発を目的とした「富山市SDGs推進フォーラム」の開催
• のりもの語り教育や、各種環境教育プログラムを融合した「SDGs教育」の実施



富山市SDGs未来都市モデル事業
取組内容:LRTネットワークと自立分散型エネルギーマネジメントの融合によるコンパクトシティの深化
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本市がこれまで進めてきたＬＲＴネットワークをはじめとする公共交通活性化施策に加え、再生可能エネルギー等の地域資源の
地産地消を達成する自立分散型エネルギーマネジメントとを融合させることにより、公共交通を軸としたコンパクトなまちづくり
を深化させ、技術・社会イノベーションを創出し、持続可能な付加価値創造都市を目指す。

●自立分散型エネルギーインフラ・ネットワークの形成
• 木質バイオマス利用計画策定事業
• 未来に繋ぐ小学生植樹体験事業
• 呉羽丘陵・フットパス検討事業

●ＩoTを活用したヘルシー＆スマートシティの形成（経済価値重視）
• えごま６次産業化推進事業
• 農山村低炭素化モデル事業

●ＬＲＴネットワークをはじめとする持続可能な地域公共交通網の形成
• 富山駅周辺地区南北一体的なまちづくり事業（南北接続事業分）
• ＬＲＴネットワーク形成事業
• 生活交通対策事業（地域自主運行バス補助事業分）
• 交通空間賑わい実証事業
• 首都圏レピュテーション向上事業
●IoTを活用したヘルシー＆スマートシティの形成
• 健康⾧寿コンシェルジュ・サービス事業（ヘルスケア産業育成）
• ＩＣＴ活用認知症高齢者捜索支援事業
• 拠点まちづくり支援事業

＜社会 ➡ 環境＞
・路線バス等における
ＥＶ・ＦＣＶ導入検討

→再生可能エネルギーの
利用による環境価値の向上

＜経済 ➡ 環境＞
・ＩＣＴ・ＡＩなどスマート
農業技術を活用したえごま
大規模生産体制の確立

→労働生産性の向上・耕作放棄地
の解消による環境価値の向上

＜経済 ➡ 社会＞
・ナノ粒子化技術を活用した医薬品関連産業
イノベーション創出

→市民の健康増進による社会価値の向上

赤字:SDGs補助金充当事業

＜環境 ➡ 経済＞
・再エネを活用した地域エネルギーマネジメントシステム検討
・梨剪定枝等のバイオマス利活用実証
→エネルギー効率性の向上・バイオマス資源の地産地消
による経済価値の向上

＜社会 ➡ 経済＞
・市民の「歩くライフスタイル」への
行動変容を促す施策検討
→賑わい創出による経済価値の向上

＜環境 ➡ 社会＞
・ＳＤＧｓ教育プログラム開発・普及展開
→ソーシャルキャピタルやシビックプライド
の醸成による社会価値の向上

社 会 経 済

環 境

コンパクトシティ戦略の付加価値検証と
パッケージ化による国際展開の推進



富山市SDGs未来都市の全体概要（推進体制）

富山市における
SDGs未来都市の推進
富山市における

SDGs未来都市の推進

【国際的な連携】
〇富山市の有する国際的ネットワークとの連携を強化
（世界銀行、JICA、IGES、イクレイ、ロックフェラー財団 等）

地方都市モデルの
普及・展開

地方都市モデルの普及・展開と
都市創造のスパイラルアップ
地方都市モデルの普及・展開と
都市創造のスパイラルアップ

国・地域内外の多様な
ステークホルダー

国・地域内外の多様な
ステークホルダー

【レジエリント・シティサミット】
（共催:100ＲＣ 等）

【タバナン県との協力協定締結】
（小水力発電の国際展開）

（2016年11月）（2014年３月）

包括的・重層的な
ネットワーク

都市創造の
スパイラルアップの
リソース獲得

コンパクトシティ戦略
による持続可能な

付加価値創造都市の実現

コンパクトシティ戦略
による持続可能な

付加価値創造都市の実現

民-民連携
（コンソーシアム）

取組の実施可能性・推進体制

○「富山市SDGs未来都市計画」を策定し、関連事業を推進するとともに、総合計画、環境基本計画等の計画の改訂時にSDGsを反映
○「富山市SDGs未来都市戦略会議」を設置し、ワーキンググループに個別プロジェクトを位置付け、ＰＤＣＡサイクルを実施。
○庁内組織で構成する「富山市SDGs未来都市推進本部」を発足し、SDGs未来都市戦略会議との連携を図る。また、課題別タスクフォー
スで出された政策アイデアをSDGs個別プロジェクトに反映。

○国内外の都市・関係機関とのネットワークを活かし、地方都市モデルを世界に発信

地域の関係者の連携
（産・学・官・金・労・言）

地域の関係者の連携
（産・学・官・金・労・言）

プロジェクトマネージャープロジェクトマネージャー
（戦略会議会⾧）

【SDGs未来都市推進本部】
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富山市SDGs未来都市推進本部富山市SDGs未来都市推進本部
〇企画管理部 〇活力都市創造部 〇環境部（主管）等

メンバー
〇民間企業 〇研究機関 〇市民 等

【SDGs未来都市戦略会議】
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【国内の自治体・民間連携】
〇ＳＤＧｓプラットフォーム:
「地方創生ＳＤＧｓ官民連携プラットフォーム」を活用し、
他のＳＤＧｓ未来都市や周辺自治体と連携を強化

〇市民・民間:ＰＥＣとやま、生協等、多様なステークホル
ダーと連携し、ＳＤＧｓアクションを展開
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